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AH－１W ヘリコプターからの落下物について（抗議） 

 

 

普天間飛行場は、SACO 合意から 18 年、沖縄国際大学への米軍ヘリ墜落事故から

10 年が経過した現在も本市のど真ん中に存在し続け、その間、宜野湾市の人口は約９

万６千名となり、基地面積を除く１平方キロメートルあたりの人口密度は７千名を超

え、その分、危険性も増大し、騒音をはじめとする基地負担は市民の大きな負担とな

っている。 

 

 その様な中、沖縄防衛局より普天間飛行場所属の AH-1W ヘリコプターから、ミサ

イルポッドなど合計 200kg を超える部品が落下したとの報告を受けた。 

現在まで人的・物的被害は確認されていないとのことだが、航空機からの部品落下

は一歩間違えれば大惨事となり、市民の生命・財産を守る立場として、強く抗議する。 

 

AH-1W による部品落下・紛失に関しては、一昨年の４月及び、昨年の８月と９月に

も同様な事故が発生しており、その際も事故原因の究明及び再発防止の徹底と、その

内容の公表を申し入れたにもかかわらず、事故原因や再発防止策が示されない中、再

びこのような事故が発生したことは大変遺憾であり、安全管理体制や再発防止策の実

行性に強い疑念を持たざるを得ない。 

 

 市街地に囲まれた普天間飛行場では、航空機によるトラブルや事故は、直接人命や

財産に関わる重大な事故に繋がりかねず、普天間飛行場の危険性の除去は喫緊の課題

である。事故の原因究明と再発防止策を図り、その内容を公表するよう強く求める。 


